
令和７年度 地域包括ケアとコミュニティソーシャルワーク研修 実施要項 

 －地域共生社会の実現を目指す職種横断的研修－ 

 

1． 目 的（趣旨） 

昨今の少子高齢化や人口減少、核家族・単身世帯の増加等の社会構造の変化に伴い、地

域においては社会的孤立や生活困窮、虐待など深刻で多様な問題が顕在化しています。 

このような中、国、自治体、民間レベルが相互に連携、協力し、地域共生社会の実現に

向けた包括的な支援体制整備が進められています。 

これらに共通する視点は、個人の生活を、地域を基盤として支え、ネットワーク形成や

社会資源開発を含めた地域づくりそのものを目指していくことであり、それらを実現して

いくために、コミュニティソーシャルワークの展開が求められています。 

また、誰もが安心してその人らしく暮らすことができる地域づくりのためには、既存の

制度・サービスだけでは対応が困難な課題を抱える人々に対して、身近な場で生活者と同

じ視点を持って、地域住民や関係機関・団体と協働して支援を行うことが求められていま

す。 

本研修は、これらの役割を担う支援者や地域の実践者が、多様で複合的な地域生活課題

への対応力を養い、解決につなげることができるよう、コミュニティソーシャルワークの

視点や考え方を理解し、その展開プロセスや手法を学ぶための機会として開催します。 

 

2． 主 催   社会福祉法人富山県社会福祉協議会、富山県福祉カレッジ 
 

3． 協 力    特定非営利活動法人 日本地域福祉研究所 
 

4． 後 援 

富山県地域包括・在宅介護支援センター協議会、富山県老人福祉施設協議会、富山県

知的障害者福祉協会、（公社）富山県精神保健福祉協会、(一社)富山県社会福祉士会、

富山県精神保健福祉士協会、(一社)富山県介護支援専門員協会、富山県相談支援専門

員協会、富山県民生委員児童委員協議会、富山県 
 

5． 期 日 

 (1)前期課程  令和７年１０月３０日(木)・３１日(金)  

 (2)後期課程  令和７年１２月１１日(木)・１２日(金) 
 

6． 定 員（予定） ２５名 
 

7． 会 場 

    パレブラン高志会館 富山市千歳町 1-3-1 電話：076-441-2255 

前期課程：「麗花（204・205号室）」、後期課程：「嘉月（201号室）」 

 



8． 参加対象者 

（1）市町村社会福祉協議会職員 

（2）相談援助業務に従事する職員（地域包括支援センター職員、障害者相談支援機関職員、介
護支援専門員、スクールソーシャルワーカー、生活困窮者自立支援事業における自立相談
支援機関職員、福祉サービス等と連携し地域での生活を支援する医療機関職員 等） 

（3）市町村行政において包括的支援体制整備や地域福祉を担当する職員 
（4）社会福祉法人の「地域における公益的な取組」の担当者 
（5）民生委員・児童委員、ケアネット活動リーダー等 
 

9． 日 程 

【前期課程】 

【１日目】10月 30 日（木） 

時間 内容 講師等 

9：00 受付  

9：30 開会・オリエンテーション  

9：40 

（60分） 

 

【講義①】 

「地域共生社会政策時代における地域包括ケアと 

コミュニティソーシャルワーク」 

地域福祉関連制度・施策の歴史的展開と今日における

コミュニティソーシャルワークの必要性や意義を学ぶ 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

10：50 

（80分） 

【演習①】 

事例報告 ～県内の事例から～ 
 

 

 

 氷見市社会福祉協議会 

主任相談支援専門員 領毛 都志絵 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南砺市社会福祉協議会 主任 新敷 美希枝 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 
事例① 

Aさん女性 77歳、一人暮らし。夫は他界し、子はいない。県外出身で親戚とは疎遠。

元来の境界知能または軽度知的障害が疑われるが、本人なりの生活を送ってきた。自宅

は老朽化で雨漏り等ひどく、自己流の修繕を行って何とか維持していた。R6 年能登半

島地震で被災し、雨漏りが更に悪化。家中に敷き詰められたバケツの雨水を捨てること

に疲れ果て、「もう死んでしまいたい」と口にするようになる。僅かな貯蓄と、一時判

定の「一部損壊」でもらえる支援金で可能な修繕では現状維持も困難。頼れる人もいな

い高齢の本人への支援について考えたい。 

事例② 

A さん、36 才、女性（神経発達症（発達障害）の疑いあり）は、「就労したい。車の

免許を取りたい。」という夢があるが、なかなか一般就労に就けず、図書館やハローワ

ーク、居場所などを転々としている。ハローワークでは、福祉的就労も視野に入れ支援

をしているが、母からは、「あなたは障害者じゃないから A 型作業所、B 型作業所はダ

メ。一般就労しなさい。」と言われている。今後、母が A さんの状況を受容し、本人の

自己決定による自立した生活をおくることができるようにするためにはどうすればい

いか検討する。 



 新湊東地域包括支援センター 

主任介護支援専門員 大谷 千里 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12：10 昼食・休憩  

13：10 

（90分） 

【演習②-1】事例検討⑴ 

「コミュニティソーシャルワークの視点による 

個別課題アセスメント」 

報告のあった個別事例に基づき、必要なアセスメントの

視点と枠組みについて考える 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

14：50 

（130分） 

【演習②-2】事例検討⑵ 

「コミュニティソーシャルワークの視点による 

問題解決方針の立案と援助システムづくり」 

報告のあった個別事例に対する援助方針の立案とその具

現化に必要なシステムについて考える 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

17：00 終了  

 

（参加は任意） 

17：30 

～19：30 

交流会  「パレブラン高志会館リ

トル上海」（予定） 

 

 

 

【２日目】10月 31 日（金）   

時間 内容 講師等 

9：30 

（100分） 

【演習②-2（続き）】事例検討⑵ 

「コミュニティソーシャルワークの視点による 

問題解決方針の立案と援助システムづくり」 

 

11：20 

（50分） 

 

【演習③ ロールプレイ】  

「ヴァルネラビリティのある人の相談支援」 

自己覚知を通してヴァルネラビリティのある人の相談支

援のあり方について学ぶ 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

12：10 昼食・休憩  

79 歳男性。婚姻歴あり。2人の子供の所在不明。現在、71 歳男性、73歳女性と同居

（住宅は 71歳男性の持ち家：シェアハウス状態：浴室無し）。 

3人の年金を出し合って生活しているが、生活費が足りず、ツケ払いで買い物をし、週

1回のデイサービス利用料金も滞りがちで、医療費も年金月まで支払えない。排泄に支

障が出てきたため、シェアハウスでの同居が難しくなってきている。今後、この 3人に

対してどのような支援の方法があるのか検討する。 

事例③ 



13：10 

（80分） 

【演習③ ロールプレイ（続き）】 

「ヴァルネラビリティのある人の相談支援」 

 

14：30 

（40分） 

 

【講義②】 

「ヴァルネラビリティのある人の特性とアウトリーチの必

要性」 

ヴァルネラビリティのある人の特性を理解し、発見の仕

方や適切な相談支援へのつなぎ、信頼関係の構築について

学ぶ 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

15：20 

（100分） 

 

【演習④-1】 

「コミュニティソーシャルワークの展開と問題解決プログ

ラム開発（1）」 

コミュニティソーシャルワークを展開するための圏域の

設定や機能、地域生活課題の捉え方、問題解決のためのプロ

グラム開発について学ぶ 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

17：00 終了  

※前期課程の終わりに、後期課程に向けた課題がでます。事例が抱える問題を解決するプログ

ラムを後期課程までに考えてもらいます。 

 

 

【後期課程】 

【１日目】12月 11 日（木）   

時間 内容 講師等 

9：00 受付  

9：30 

（170分） 

【演習④-2】  

「コミュニティソーシャルワークの展開と問題解決プログ

ラム開発（2）」 

・問題解決プログラム立案、グループ発表 

・プログラムの立て方、データ活用、実現するための手

順や方法等について学ぶ 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

12：20 昼食・休憩  

13：20 

（60分） 

【演習④-2（続き）】  

「コミュニティソーシャルワークの展開と問題解決プログ

ラム開発（2）」 

 

14：30 

（150分） 

【演習⑤】  

「日常生活圏域における支援システムの構築とソーシャル

サポートネットワークの形成」 

本人が有する社会的関係や地域資源との関係性に着目し

たソーシャルサポートネットワークの形成支援とそれを実

行するための仕組みづくりについて考える 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

17：00 終了  

 



（参加は任意） 

17：30 

～19：30 

交流会 

  

（会場未定） 

 

【２日目】12月 12日（金）   

時間 内容 講師等 

9：30～ 

（150分） 

【演習⑤（続き）】 

「日常生活圏域における支援システムの構築とソーシャル

サポートネットワークの形成」 

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

富山国際大学子ども育成学部  

教授  村上 満 氏 

教授  相山 馨 氏 

12：00 昼食・休憩  

13：00～ 

（140分） 

【演習⑤（続き）】   

15：30～ 

（90分） 

【総括講義】 

地域共生社会の実現に向けて専門職に求められる役割や

必要な視点や考え方を再確認するとともに、今後のコミュ

ニティソーシャルワーク実践のポイントを押さえる  

富山県福祉カレッジ学長 

大橋 謙策 氏 

17：00 終了  

 

10．参加申込み 
（１）申込期限  令和７年９月３０日（火）           参加申込フォーム 

用 QRコード 
 
（２）申込方法                          
【Googleフォームからの申込】（①又は②の方法で参加申込フォームにアクセスください） 

①次の UＲＬから参加申込フォームにアクセスし、必要事項をご入力ください。 

URL：https://forms.gle/1nE6Qtzt8fUzZ5818 
②本会（福祉カレッジ）ホームページ https://www.toyama-shakyo.or.jp/ の 
令和 7 年度地域包括ケアとコミュニティソーシャルワーク研修の実施要項・申込書
ダウンロードページに参加申込フォームへのリンクがあります。 

【メールでの申込書送信】 
ダウンロードした申込書にご入力の上、次のメールアドレスに送信ください。 
メールアドレス oohata@wel.pref.toyama.jp 

 
（３）参加費   ２０，０００円（テキスト代込み） 
         １６，７００円（テキスト代なし） 
          （テキストは、『地域福祉とは何か』（中央法規、2022年 4月 10日発

行）を使用します。既にテキストをお持ちの場合やご自身で購入さ
れる場合は、参加費は 16,700円となります。） 

 
 
 
 



（４）参加費及びテキスト代金のお支払い方法 

    １０月１０日（金)までに下記指定口座へお振込みください。 
なお、振込手数料はご参加される方においてご負担願います。 

 
           北陸銀行 県庁内支店 普通預金 №１０８３７８５ 
           口座名義：社会福祉法人 富山県社会福祉協議会 
 
 
 
（５）その他 

申込多数の場合は、参加人数の調整やお断りをさせていただく場合があります。 

その際は、申込期限後、10日以内にご連絡し、参加費は後日返金いたします。 
 
11．その他 
（１）本研修で扱う事例は、個人情報保護に留意し、個人を識別できる記述の全部又は一

部を削除し、又は当該部分を復元できない他の記述に置き換えて作成していますが、
受講されるにあたり、別紙「個人情報の取扱いに関する誓約書」に署名の上ご提出い
ただきますことをご了承ください。誓約書は研修初日に受付でご提出ください。 

（２）前期課程の終わりに、後期課程に向けた課題がでます。事例が抱える問題を解決す
るプログラムを後期課程までに考えてもらいます。 

（３）全課程の受講を条件に修了証書を交付します。 
（４）前期課程及び後期課程の初日に交流会を予定しております。講師との親睦、他の職

場の方との交流を深め情報交換する機会として、ぜひご参加ください。参加希望の方
は、参加申込フォーム又は参加申込書でお知らせください。交流会費は 6,000円です。
当日会場でお支払いください。 

 
12．問合せ先 
    富山県社会福祉協議会 地域福祉・ボランティア振興課〔担当：大畑〕 
     〒930-0094 富山市安住町 5番 21号 
        TEL：076-432-6123   FAX：076-432-6124  E-mail：oohata@wel.pref.toyama.jp 


